
‒ 52 ‒

2.1　干潟・海浜・浅場

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

〔解説〕

表2.1.1
図2.1.1

表 2.1.1　行動計画・事業実施の主な方策メニュー

2 順応的管理の実際
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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対象とする干潟・海浜・浅場の再生

目標の設定
周辺や過去の干潟・海浜・浅場環境の把握

指標生物は良好か？（評価）

環境因子（外力条件など）の把握

基盤・基質は安定しているか？

既に形成されている生息場 新たに形成する生息場

創出

再生保全

対応策の例

選択肢

凡例

①へ

①へ

①へ

①

YES

NO

NO

NO NO NO NO
NO

YES

立入制限
環境保全対策
投錨／操業規

干潟の造成
人工海浜／ビーチの造成
砂の投入／撒布（覆砂）

流動・
外力環
境は良
好か？

作れい
／澪筋
保全施
設の設
置

地盤高
の改良
飛砂対
策

微地形
の形成

他の
対策

生物の
移植

耕耘／
覆砂、砂
補給、砂
の再投
入・撒布

底質環
境は良
好か？

対象生
物の供
給はあ
るか？

他の
要因
は？

多様な
生息環
境は整
ってい
るか？

地形・
地盤高
さは良
好か？

図 2.1.1　干潟・海浜・浅場の再生などの考え方
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⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

〔解説〕

表2.1.2

表 2.1.2　干潟・海浜・浅場の特徴的な生態系における注目種の例
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第Ⅱ編
２.１章

図2.1.2

対象とする干潟・海浜・浅場

凡例：例えば、管理上の制御可能な項目の例

←→：相互の関連性を示す、→：影響伝播の方向性を示す

選定
把握

指標の生物種・群集 生息環境因子と適正範囲

直接的な要因

間接的な要因

　　＜底質＞
・粒度組成
・粗粒／細粒化
・酸化／還元状態
・有機物量　等

　　＜生物＞
・幼生等の加入
・餌量生物
・外敵／食害生物
・競合生物　等

　　＜水質＞
・水温／塩分
・溶存酸素
・濁り／光量
・栄養塩類　等

　　＜地形＞
・地盤高
・勾配
・侵食／堆積傾向
・沈下量　等

　＜社会環境＞
・生物採取／除去
・汚濁／汚染物質
・周辺部の開発
・地球温暖化　等

　＜流動場＞
・潮汐／潮流
・波高／波向き
・密度差／流
・河川水量　等

図 2.1.2　維持管理すべき環境因子の選定の考え方
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②　目標レベル

〔解説〕
表2.1.3

表 2.1.3　目標設定の事例（ソノマ・ベイランズでの湿地環境修復事業1））
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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③　目標達成年次

〔解説〕
表2.1.4

表2.1.3

表 2.1.4　目標達成年次の設定例
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2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

〔解説〕

図2.1.3

表
2.1.5

行動計画・事業実施方針の設定
（方策が間違った場合など） （方策を追加する場合など）

凡例：破線は場合に応じて必要なフロー

（達成が困難な場合など）

（目標を向上、指標項目
を追加する場合など）

（更にデータが必要な場合など）

目標達成基準の設定

事業実施

YES

NO

モニタリング調査実施

管理手法の改善

目標達成基準の評価

モニタリング計画策定
（実施項目・時期、調査方法、実施体制）

更
な
る STEP U

P 

の
場
合
な
ど

状
況
に
応
じ
た
見
直
し

図 2.1.3　順応的管理におけるモニタリング計画の策定
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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表 2.1.5　モニタリングの調査項目・位置・時期・頻度・期間・方法の基本的な考え方
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②　モニタリングの実施方法
ａ　モニタリング手法

〔解説〕

表
2.1.6

図2.1.4～図2.1.6
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表 2.1.6　事例；モニタリングプログラムの例
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図 2.1.4　干潟造成後のアサリ生息状況3）

図 2.1.5　干潟造成前後の底生生物生息と鳥類飛来の状況4） 
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.1.6　干潟造成後のアマモ群落の状況5） 
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（図2.1.7）

表2.1.7
（図2.1.8）

表 2.1.7　使用漁具の一覧

図 2.1.8　砕波帯ネット
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図2.1.9

図 2.1.9　干潟における地形変化の様子とコーン貫入試験による抵抗値の変化
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ｂ　モニタリング実施体制

〔解説〕

図2.1.10
図2.1.11

広 島 市

能 美 島

呉　湾

呉　市

広

倉 橋 島

①
②

③

④

⑤

⑥

Ｎ

①　天　　　応
②　狩　留　賀
③　黒瀬川河口
④　長浜・小坪
⑤　戸　　　浜
⑥　鹿　　　島

図 2.1.10　呉市周辺の海岸における浅海動物の総種類数の経年変化
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2　順応的管理の実際
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図 2.1.11　人工干潟周辺でのカモ類飛来数の経年変化
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3） 管理手法のレビューと改善

①　管理手法のレビューと改善の必要性

〔解説〕

図2.1.12

図 2.1.12　インパクト・レスポンスフロー（干潟造成の例）
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2　順応的管理の実際
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②　管理手法改善のための対応策

〔解説〕

図2.1.13

図2.1.14

図 2.1.13　五日市干潟での二期改良工事例
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図 2.1.14　三河湾・西浦での干潟地形の修復例
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.１章

（表
2.1.8）

（写真2.1.1）

表 2.1.8　ホトトギスガイのマット化の対策メニュー

メニュー
検討項目 総合

評価他生物に与える影響 経済性

① 干潟耕転 他生物の生息を阻害す
る。 × 比較的高価となる

場合がある。 △ △

②
渦や乱れの発生を
促進する構造物の
設置

生息阻害を受ける生物
種が現れるものと懸念
される。

△ 経済的である。 ○ ○

③ 砕波点の移動 生息阻害を受ける種が
現れると懸念される。 △ 比較的高価になる

と考えられる。 × △

写真 2.1.1　構造物の設置状況
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参　考　文　献
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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2.2　藻場

2.2.1　岩礁性藻場

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

〔解説〕

図2.2.1



‒ 74 ‒

図 2.2.1　行動計画・事業実施方針設定のため検討フロー

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

〔解説〕

図2.2.2
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.2.2　目標達成基準の設定フロー

①　指標項目

〔解説〕

（表2.2.1）
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表 2.2.1　自然条件環境因子調査項目1）

②　目標レベル

〔解説〕

図2.2.3
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.2.3　周辺海域の現況調査による海藻分布とその被度

③　目標達成年次

〔解説〕

図
2.2.4

（図2.2.5）
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図 2.2.4　伊方マウンドでの海藻類の変化

（図説：マウンド上のモニタリングポイントでの海藻の被度の変化を示している。）

図 2.2.5　関西空港護岸での藻場の拡大速度（図説：藻礁ブロックなどを用いた種苗移植場所から、
徐々にカジメやクロメが分布域を拡大させていく様子を示している。）
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.２章

2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

〔解説〕

②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリングの実施体制
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〔解説〕

ｂ．モニタリング手法

〔解説〕

表2.2.2

表 2.2.2　モニタリングの調査内容
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.２章

図 2.2.6　造成した岩礁性藻場での全体的な生育状況調査例1）

図 2.2.7　アカモクの母藻投入手法と生長状況調査例1）
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図 2.2.8　藻場の機能調査例1）

写真 2.2.1　造成した藻場での植食動物と競合生物の調査例1）

図 2.2.9　造成した藻場での物理的環境条件調査例1）
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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写真 2.2.2　コンブ場と海中林藻場の磯焼け状況調査例1）

3） 管理手法のレビューと改善

①　管理手法のレビューと改善の必要性の判断

〔解説〕

②　管理手法改善のための対応策

〔解説〕
図2.2.10

表2.2.3
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図 2.2.10　管理手法の改善

表 2.2.3　段階別管理手法の例

参　考　文　献
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.２章

2.2.2　砂泥性藻場

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

〔解説〕

写真 2.2.3 アマモ分布状況（岸側限界点付近、千葉県富津市）
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図2.2.11

図 2.2.11 砂泥性藻場（海草群落）の復元に関わる行動計画の考え方1）

図2.2.12
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.2.12　砂泥性藻場代表種アマモの生育変化に及ぼす影響フロー1）より作成

図2.2.13

図 2.2.13　構造物の存在によるプラスのインパクト・レスポンスフロー
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1） 環境に関する検討項目
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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2） 検討組織・体制

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

〔解説〕
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表2.2.4

表 2.2.4　指標項目の調査方法

表2.2.5
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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表 2.2.5　環境因子の調査方法4）より作成
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②　目標レベル

〔解説〕

表2.2.6 表2.2.7
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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表 2.2.6　量的目標5）より作成

表 2.2.7　質的目標5）より作成

ａ．存在させる

ｂ．維持・拡大させる
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ｃ．繁殖形態の目標

③　目標達成年次

〔解説〕

表2.2.8

（表2.2.8参照）
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.２章

表 2.2.8　瀬戸内海におけるアマモ移植モニタリング事例6）
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図2.2.14

図 2.2.14　事業後のモニタリング継続の考え方1）

2） モニタリングの実施

〔解説〕
①　モニタリング計画策定の考え方

ａ．群落の状況

ｂ．海草に害を及ぼす生物の分布

ｃ．環境条件
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法

〔解説〕

図2.2.15
写真2.2.4
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図2.2.16

図 2.2.15　音探とGPSを併用したアマモ場モニタリング結果8）

写真 2.2.4　航空写真による移植アマモ場状況の観察例9）
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.2.16　ブロン－ブロンケによる被度･群度10）

b．モニタリング実施体制

〔解説〕
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図2.2.17

図 2.2.17　Seagrass Watchの
モニタリング組織図

図 2.2.18　日本自然保護協会による
初心者向け海草調査講習会募集ちらし

（図 2.2.18）
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2　順応的管理の実際
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ア） 調査時期、頻度、期間の設定

3） 管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

〔解説〕
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②　管理手法のレビューと改善の必要性の判断

〔解説〕

③　管理手法改善のための対応策

〔解説〕
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2　順応的管理の実際
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表2.2.9

表 2.2.9　方法の変更1）
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参　考　文　献



‒ 105 ‒

2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
２.３章

2.3　サンゴ礁

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

〔解説〕

図2.3.1

表2.3.1
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図 2.3.1　沖縄の港湾整備における環境保全の考え方（案）1）2）
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表 2.3.1　サンゴ礁海域における自然再生技術3）
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⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準

①　指標項目

〔解説〕

図2.3.2

図2.3.3
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図 2.3.2　水深別サンゴの成育状況経年変化6）
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図 2.3.3　属別、水深別の被度経年変化6）
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（図2.3.4）

図 2.3.4　サンゴの成長、サンゴ礁の形成に影響を及ぼす環境因子3）
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②　目標レベル

〔解説〕
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2　順応的管理の実際
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③　目標達成年次

〔解説〕

図2.3.5

図2.3.2

図
2.3.5

図 2.3.5　人工構造物上でのサンゴ群集の成長過程7）
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2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

〔解説〕

図2.3.6
表2.3.2

図 2.3.6　モニタリング計画のフロー
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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表 2.3.2　調査項目・位置・時期・頻度・期間・方法の基本的な考え方

モニタリング項目 調査位置 調査時期・頻度 調査期間 標準的な調査方法

サンゴ分布調査

環境調査

生物相調査

外敵生物調査
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②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法

〔解説〕
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2　順応的管理の実際

第Ⅱ編
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図 2.3.7　マンタ法による調査状況8）より作成

表2.3.3

図 2.3.8　ベルトトランセクト法による調査状況8）より作成
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表 2.3.3　ベルトトランセクト法による調査結果の記録の一例
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表2.3.4

図 2.3.9　コドラート法における写真撮影状況8）より作成

表 2.3.4　コドラート法による調査結果の記録の一例
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ｂ．モニタリング実施体制

〔解説〕
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3） 管理手法のレビューと改善

①　管理手法のレビューと改善の必要性

〔解説〕

図2.3.5

②　管理手法改善のための対応策

〔解説〕

ａ． 土木的対応手法
表2.3.1
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ｂ． 生物的対応手法

ｃ． 利用管理手法

（表2.3.5）
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表 2.3.5　グレートバリアリーフのゾーニングとそれぞれのゾーンで可能な行動9）10）
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